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■  宮城野の里での支援・活動の内容について ■ 

 

４月９日から１３日までの期間、宮城野の里へ人的支援に入っていただいた【ライブリィきぬかけ】（京都）の杉

山容子さんにお願いをし、現地の状況や、活動内容、支援に入るにあたっての留意点など、さまざまな情報を

教えていただきました。以下、これから支援に入る方はぜひ参考になさってください。 

 

 

＜ ４月９日～１４日の状況 ＞ 

宮城野の里の建物は、余震の影響で駐車場と施設の境目が

陥没しています。余震のたびに亀裂が広がっているように思

うと、言っておられた方がいました。 

到着すると津波被害の実際を見てほしいと、蒲生地区に車で

連れて行ってくださいました。一番近い避難所・岡田小学校に

は民医連の看護師さん・保健師さんが派遣されます。そちらの

方はほぼ２４時間休めないと聞きました。 

◎ 福祉避難所「まるふく」について 

「まるふく」とは宮城野の里に置かれた福祉避難所の愛称で

す。宮城野の里の槙ケアマネージャーさんが福祉避難所の

担当をしてくださっています。支援者のコーディネーターは相

馬さんという女性です。まるふくはケアハウスの食堂を借りて

おこなっています。（※右・下段の写真参照） 仕切りのない

ところにベッドを並べて、そこが利用者さんの生活スペース

です。ケアハウスの居室におられる利用者さんもいます。食

事はまるふくでされます。浴室はケアハウスの方が使われな

い時間にお借りしています。 

◎ 支援物資 

施設のいたる所に支援物資のダンボールが積み上げられて

います。７日の震度６強の余震の時にはそれらが崩れてきたそうです。物資の整理や、まるふくの利用者が要

る物を探すための援助も必要です。 

◎ 支援者の身のまわり 

支援者も利用者と同じ食事がいただけます。お風呂にも入れます。（ただし、時間に制約はあります。） 

停電がなければ、女性は和室の布団で寝ることができます。男性は会議室ですが、布団は貸していただけま

す。（停電の時は、ケアハウスの方で居室で寝られない方が和室を使用されたので、女性支援者は大浴場の

脱衣場で寝たそうです。）服の洗濯もできます。ただ、利用者さんの衣類やシーツの洗濯があるので、洗濯洗

剤はすぐになくなってしまいます。一日中靴を履いているのはしんどい時もありますが、余震で避難する時の

ことを考えてスニーカーを用意することが望ましいです。歩いてすぐのセブンイレブンは棚が空の部分もあり

ますが、営業していました。 
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人的支援の情報、宮城野の里の近況など、東日本大震災に関する情報は、すべて老福連ホームペー

ジにアップしています。ホームページのトップページ・【お知らせ欄】のトピックや、【交流のひろば】の

コーナーを確認願います。 

＜ 支援の内容 ＞ 

宮城野の里のショートステイやデイサービスに日中２名ずつ手伝いに行きましたが、基本は福祉避難所「まる

ふく」のスタッフとして働きます。まるふくの利用者は１８名（４月１４日現在）車いすの方が２名、自立の方が６名

（うち４名は要介護の利用者の配偶者です。） 

◎ 勤務形態について （一例） 

日勤 ７時～２０時 ： カーテンあける／洗面用の熱いタオルづくり／朝の飲み物はお茶・コーヒー・牛乳／ゴ

ミ出し／加湿器の給水／バイタルチェック／朝食配膳・配薬／下膳時に次の食事数の

伝達／シーツ交換／床のモップがけ／浴室準備（小学校の避難所支援Ｎｓに入ってもら

う）／入浴介助／洗濯／昼食配膳・配薬／下膳と食伝／内服薬の準備／レク／デイ利用

者帰所／洗濯物預かり（奥さんのいる方は奥さんがされるのでお任せする）／夕食配

膳・配薬／下膳と食伝（翌朝分の牛乳足りなくなりそうなら注文）／口腔ケア援助／明日

のデイの準備援助／消灯（２０時）後、支援者ミーティング 

準夜勤２０時～２４時 ： トイレの付き添い 

夜勤は２４時～７時 ： トイレの付き添い 

◎ 勤務上の留意点やその他、情報 

・お茶（ほうじ茶）は切らさないように。沸かしたお茶は速やかにポットに移し、やかんはなるべくあけておく。 

・レクリェーション：それぞれが持ちネタをおこなう⇒氷川きよしのズンドコ体操はＣＤもあり、鈴つきの棒や、

やり方を書いた紙も置いていってくれているので、ぜひまたやってください。 

・利用者のご家族の入浴も可能。 

・利用者の個人票はファイルに、援助に必要な情報は日誌に記載されている。特記事項は適宜日誌に記入。 

※ 携帯に緊急地震速報が入るように設定し、警報が鳴ったらすぐ利用者に寄り添う。立っている方は椅子ま

たはベッドに座っていただく。支援者もしゃがむ。 

 

以上、４月１４日現在の状況と支援内容です。 

状況は日々変化しますので、支援も変わります。具体的な支援内容も含めて現地で確認してください。 

＜ 感想 ＞ 

 明日は出発という日の夜に、当の宮城野区で最大余震がおこりました。はやる気持ちと同時に不安もありま

したが、むしろ、そのことで駆けつけたい気持ちにエンジンがかかりました。施設に着いて「（余震でまたライ

フラインが止まって）心折れそうです」との事務長さんの言葉に胸が痛みました。けれども、その日の夕方には

電気が復旧し、みんなと拍手で喜びあえたことに感動しました。 

 被災地に来たのに、食事など面倒をみていただき、本当にありがたかったです。全国からの支援者に学ん

だことや、何より避難所の利用者さんのお気持ちにふれたことは、私の大きな財産になりました。しかし、これ

に満足せず、支援の心を持ち続けたいと思います。最後になりましたが、職場から派遣として送り出してくださ

ったことに深く感謝いたします。 

 

 

杉山さん、お疲れのところ詳細な内容をご報告いただき、本当にありがとうございました。 

なお、これから支援に入るみなさんへのお願いです。次に支援に入る方のため、感想や支援の内容などの報

告を老福連事務局までお願いいたします。現地から携帯などで老福連事務局宛のメールに綴っていただく方

法でも結構です。（ アドレス：roufuku@siren.ocn.ne.jp ）管理者の方へ ⇒ 職場で報告会などをおこなっ

た際の感想・資料など、媒体は何でも結構です。現地の支援の様子を事務局までお知らせください。 

 

 

 

 

 


